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	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、T細胞およびナチュラルキラー細胞の活性化と増殖を制御するサイトカインである。このサイトカインとインターロイキン2は多くの生物学的活性を共有している。これらは共通のヘマトポエチン受容体サブユニットに結合し、同じ受容体をめぐって競合し、互いの活性を負に制御する可能性がある。CD8+メモリー細胞の数は、このサイトカインとIL2のバランスによって制御されることが示されている。このサイトカインは、JAKキナーゼの活性化、および転写活性化因子STAT3、STAT5、およびSTAT6のリン酸化と活性化を誘導する。マウスの対照研究から、このサイトカインは、おそらくSTAT6の転写活性化活性を介して、アポトーシス抑制因子BCL2L1/BCL-x(L)の発現を増加させ、その結果アポトーシスを阻害する可能性が示唆されている。この遺伝子の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されている。
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	IL-15 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	IL-15 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	IL-15 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

